
資料編 

岩見沢市「地域福祉に関する市民アンケート」調査の概要 

【調査の目的】 

  本調査は、平成 29 年度から 5 年間を計画期間とする「岩見沢市地域福祉計画」の策

定にあたり、岩見沢市民の地域の活動の状況や感じている地域課題、市の施策に対する

意見等について把握することにより、計画策定と今後の施策検討に資する基礎資料を得

ることを目的として実施した。 

 

【調査の方法】 

（１）調査対象 

  平成 28 年 8 月 1 日現在、岩見沢市内に在住の 18 歳以上の市民とした。 

 

（２）サンプル数と抽出方法 

  上記対象者について、住民基本台帳から 3,000 人を無作為抽出した。 

 

（３）調査方法 

  郵送法により、調査票を発送し、返信用封筒により回収した。 

 

（４）調査期間 

  平成 28 年 9 月 16 日（金）～平成 28 年 9 月 30 日（金）の 2 週間とした。 

 

【回収状況】 

  本調査の回答状況は下記のとおりである。 

 件数 回収率 

標本数 3,000  

回収数 1,472 49.1％ 

 うち 有効 1,472 49.1％ 

 うち 無効（無記入） 0 0％ 

 

【集計・表記方法】 

  図表においては、有効回答数を「Ｎ」で表記した。（特に記載がない場合、Ｎ=1,472） 

  図表中の構成比は、小数点第 2 位以下を四捨五入したもので、端数処理により、合計 

は必ずしも 100％にならない場合がある。また、複数回答の設問については、分母を総 

回答数ではなく、回答者数としているため、合計は 100％を超えることになる。 

  各設問は無回答を含むが、特段断りのない設問は、無回答を含めて有効回答としてい 

る。 

 

【調査の実施機関】 

  調査の企画・実施・集計・分析：岩見沢市健康福祉部福祉課総務グループ 
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岩見沢市「地域福祉に関する市民アンケート」調査結果の概要 

 

【Ⅰ．調査対象者について】 

図表Ⅰ－１性別            図表Ⅰ－２年齢                

  
 

 

図表Ⅰ－３就業状態・職業                              

 

 

 

 

 

男性
42.9%

女性
55.1%

無回答
2.0%

３０歳未満
6.2%

３０歳代
7.1%

４０歳代
10.9%

５０歳代
14.9%

６０歳代
23.4%

７０歳以上
36.1%

無回答
1.4%

自営業・家業
7.6%

会社員・公務

員・団体職員
20.9%

学生
1.2%

無職
31.3%会社役員

2.0%

パート・アルバイト・

派遣社員
12.0%

専業主夫・主婦
18.2%

その他
4.8%

無回答
2.0%
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図表Ⅰ－４－（１）家族構成        図表Ⅰ－４－（２）中学生以下の子どもの有無  

   

 

 

図表Ⅰ－５住居                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり暮らし
13.7%

夫婦のみ
35.5%

二世代

同居
32.8%

三世代

同居
5.5% その他

10.7%

無回答
1.8%

いる
32.4%

いない
67.6%

（N=564）

自己（家族）所有
74.0%

借家（一戸建て）
3.8%

賃貸アパート・

マンション
12.4%

社宅・官舎・寮
1.2%

その他
5.5%

無回答
3.1%
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図表Ⅰ－６お住まいの地域         図表Ⅰ－７居住歴             

  

 

 

図表Ⅰ－８現在の暮らしの状況（家計状況）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧岩見沢市地区

87.0%

北村地区

2.4%

栗沢町地区

7.3%

無回答

3.3%

５年未満

6.9%

１０年以

上２０年

未満
6.2%

５年以上１０年

未満

12.7%

２０年以上

72.5%

無回答

1.7%

大変苦しい
11.1%

やや苦しい
29.5%

ふつう
50.5%

ややゆとりがある
7.1%

大変ゆとりがある
0.7%

無回答
1.2%
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図表Ⅰ－９現在の健康状態                              

 

 

 

図表Ⅰ－１０最近１か月の外出の状況                         

 

 

健康だと思う
15.7%

まあまあ健康だと思う
25.3%

ふつう
29.3%

あまり健康ではない
21.2%

健康では

ない
7.3%

無回答
1.1%

ほぼ毎日（週に５日

以上）外出した
39.4%

週に３，４日ほど外出した
26.2%

ほとんど外出するこ

とはなかった

（週に１，２日ほど外

出した）
28.7%

外出することは

なかった
4.4%

無回答
1.3%
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【Ⅱ．身のまわりや地域活動について】 

図表Ⅱ－１近所の人との付き合いの状況                        

 

 

 

 

図表Ⅱ－２町内会への加入状況                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困ったときに相談

したり、助け合う
7.1%

留守や外出のと

き、声をかけあう
2.4%

会えば、立ち話を

する
28.1%

会えば、あいさつ

する
49.9%

ほとんど付き合い

はない
10.4%

その他
1.0%

無回答
1.2%

加入している
83.4%

加入していない
14.2%

無回答
2.4%
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図表Ⅱ－３地域活動への参加状況                           

 

 

図表Ⅱ－４－（１）参加している地域活動の内容                    

 

32.9%

5.2%

9.0%

12.2%

6.5%

1.8%

51.2%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

町内会の活動

学校への協力活動、ＰＴＡ活動

老人クラブの活動

趣味の活動

ボランティアなどの福祉活動

その他の活動

特に地域での活動には参加していない

無回答

(複数回答、N＝1,472)

8.5%

6.0%

10.2%

20.5%

9.7%

10.4%

45.1%

20.2%

16.2%

4.0%

7.8%

7.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

支援を必要とする高齢者や障がい者を持つ家族の手助け

放課後活動・子ども会活動の手助け

高齢者や子どもの見守り

健康づくり

避難訓練など防災に関する活動

防犯など地域の安全に関する活動

環境の美化に関する活動

教育、文化、スポーツに関する活動

除排雪支援に関する活動

危険箇所の点検・通報に関する活動

その他の分野

無回答

（複数回答、N=718）
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図表Ⅱ－４－（２）地域活動に参加したきっかけ（動機）                

 

 

図表Ⅱ－５地域活動に参加していない理由                       

 

14.1%

32.6%

29.0%

12.5%

7.5%

22.8%

10.3%

30.4%

4.6%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40%

社会や人々のためになる活動がしたい

身近な地域をよりよい場所にしたい

地域の人々との交流で、知人や仲間をつくりたい

自分の経験、知識や技術を活かしたい

新しい知識や技術を身につけたい

自分の居場所や出かける場所をつくり、生きがいを持ちたい

家族や友人・知人に勧められた

当番制等により、やらざるを得ない状況だった

その他

無回答

（複数回答、N=718）

16.7%

9.8%

25.6%

8.0%

18.3%

23.1%

16.4%

1.9%

4.6%

23.1%

35.5%

15.8%

12.6%

2.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

活動内容がよくわからない

参加の方法がわからない

活動の時間帯が合わない

参加しにくい雰囲気がある

人間関係がわずらわしそうだ

自分の体力に自信がない

興味のある活動がない

自分の知識や経験が活かせない

お金がかかりそうである

参加するのは面倒である

日々の生活で精いっぱいである

地域での活動に関心がない

その他

無回答

（複数回答、N=754）
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図表Ⅱ－６－（１）現在、困っていること                       

 

10.1%

27.9%

30.2%

6.2%

32.9%

24.7%

6.6%

6.5%

8.4%

39.2%

18.0%

18.5%

2.0%

24.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事や就職

収入、支出財産

医療、年金、介護などの保険料負担

子育て

自分の健康

家族の健康や暮らし

職場や学校での人間関係

隣近所や町内会での人間関係

防犯

除排雪

地震や水害、火災などの災害

住宅（老朽化など）

その他

無回答

（複数回答、N=1,472）
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図表Ⅱ－６－（２）将来、心配なこと                         

 

14.7%

37.9%

53.9%

8.2%

53.6%

42.1%

5.0%

9.4%

12.0%

51.8%

26.8%

33.2%

1.7%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事や就職

収入、支出財産

医療、年金、介護などの保険料負担

子育て

自分の健康

家族の健康や暮らし

職場や学校での人間関係

隣近所や町内会での人間関係

防犯

除排雪

地震や水害、火災などの災害

住宅（老朽化など）

その他

無回答

（複数回答、N=1,472）
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図表Ⅱ－７困っていることや心配なことの相談相手                   

 

 

図表Ⅱ－８－（１）地域の中でできると思う手助け                   

 

65.8%

3.5%
9.2%

0.9% 1.3% 0.3% 1.0% 2.2% 1.5% 0.1% 0.3%
5.0% 2.6% 6.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

18.3%

33.1%

23.1%

27.3%

22.8%

14.3%

39.9%

18.8%

10.1%

5.5%

8.8%

5.8%

5.6%

12.1%

9.5%

7.2%

13.0%

15.5%

13.9%

32.7%

18.3%

22.5%

19.8%

16.2%

0.5%

27.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家事の手伝い

ゴミ出しの手伝い

買い物の手伝い

除排雪の手伝い

除草の手伝い

高いところの作業（電球の交換など）

安否確認、声かけ、あいさつ

話し相手・相談相手

子どもの遊び相手、子守り、留守番

子どもの学習支援、勉強の手伝い

子どもの非行の注意や見守り

保育園（所）・幼稚園への送り迎え

デイサービス等の施設への送り迎え

新聞、手紙、広報などの読み上げ

犬の散歩、ペットのえさやり

散歩、イベント、サークル活動への誘いや同行

町内会、民生委員・児童委員への連絡や取り次ぎ

親せきへの連絡や取り次ぎ

市役所や医療機関等への連絡や取り次ぎ

不審者がいた場合の通報

独居高齢者宅の安否確認

道路、公園、空き地の清掃

投棄ごみや放置自転車などの通報

空き家など、危険な箇所の通報

その他

無回答

（複数回答、N=1,472）
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図表Ⅱ－８－（２）地域の中で受けたいと思う手助け                  

 

 

図表Ⅱ－９地域の中で手助けを受けたいと思わない理由                 

 

3.3%
3.2%
3.8%

26.0%
11.9%

8.6%
6.0%

3.3%
2.2%
3.1%
2.9%
1.6%
3.7%

1.0%
1.2%
2.7%
2.7%
2.3%
4.8%

9.0%
5.7%

3.9%
1.7%
3.3%

0.3%
58.5%

0% 20% 40% 60% 80%

家事の手伝い

ゴミ出しの手伝い

買い物の手伝い

除排雪の手伝い

除草の手伝い

高いところの作業（電球の交換など）

安否確認、声かけ、あいさつ

話し相手・相談相手

子どもの遊び相手、子守り、留守番

子どもの学習支援、勉強の手伝い

子どもの非行の注意や見守り

保育園（所）・幼稚園への送り迎え

デイサービス等の施設への送り迎え

新聞、手紙、広報などの読み上げ

犬の散歩、ペットのえさやり

散歩、イベント、サークル活動への誘いや同行

町内会、民生委員・児童委員への連絡や取り次ぎ

親せきへの連絡や取り次ぎ

市役所や医療機関等への連絡や取り次ぎ

不審者がいた場合の通報

独居高齢者宅の安否確認

道路、公園、空き地の清掃

投棄ごみや放置自転車などの通報

空き家など、危険な箇所の通報

その他

無回答

（複数回答、N=1,472）

50.8%

5.3%

5.7%

8.5%

4.5%

25.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

手助けを必要としていないから

他人の世話にはなりたくないから

プライバシーが守られるか、不安があるから

よくわからない

その他

無回答

（N=861）
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【Ⅲ．生活困窮者の支援に関する取組みについて】 

図表Ⅲ－１生活困窮者に該当するような気になる方の有無                

 

 

図表Ⅲ－２生活困窮者についての相談状況                       

 
 

図表Ⅲ－３生活困窮者について相談や報告をしなかった理由               

 

気になる方がいる

（自分も含める）
17.1%

気になる方はいない
77.2%

無回答
5.6%

18.3%

4.0%

5.2%

3.2%

4.4%

67.5%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80%

行政の担当窓口に相談した

生活サポートセンターりんくに相談した

民生委員・児童委員に相談した

地域包括支援センターに相談した

その他の機関

相談や報告などは特にしなかった

無回答

（複数回答、N=252）

21.2%

13.5%

22.4%

35.3%

22.4%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40%

本人が自分で相談していると思ったから

行政機関などが把握して対応していると思ったから

自分が相談・報告することではないと思ったから

どこに相談してよいかわからなかったから

その他

無回答

（複数回答、N=170）



資料編 

【Ⅳ．災害時における行動について】 

図表Ⅳ－１災害時に自力で避難できない人がいたときの対応               

 
 

図表Ⅳ－２「手助けできない」又は「手助けはしない」理由               

 
 

図表Ⅳ－３災害時に避難をする上で不安に感じること                  

 

自発的に手助けする

30.2%

要請があれば、手助

けする

21.9%

手助けできない

12.5%

手助けはしない

0.4%

その時になってみな

いとわからない

33.3%

無回答

1.7%

18.9%

74.7%

4.7%

3.2%

0.5%

8.4%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

同居家族に自力で避難できない人がいるため

自分自身の避難で精いっぱいなため

隣近所のことがよくわからないため

外出して不在にしていることが多いため

手助けしようという気持ちになれないため

その他

無回答

（複数回答、N=190）

33.0%

27.9%

52.2%

44.0%

9.8%

4.8%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自力で避難できるか（周りの人に助けてもらえるか）

自力で避難できない人を手助けできるか

避難をする上で必要な情報を得ることができるか

家族や友人、知人などの安否情報を得ることができるか

不安に感じていることはない

その他

無回答

（複数回答、N=1,472）



資料編 

【Ⅴ．社会福祉協議会の活動について】 

図表Ⅴ－１岩見沢市社会福祉協議会において特に力をいれて取り組んだ方がいいと思うこと  

 

8.6%

5.0%

13.1%

4.1%

9.4%

11.8%

8.4%

1.0%

2.4%

11.8%

18.2%

8.1%

0% 5% 10% 15% 20%

地域住民の助け合い、支え合い、仲間づくりを支援する活動

赤い羽根や歳末助け合いなどの共同募金活動

ボランティア活動の普及・推進活動

低所得世帯などへの生活福祉資金の貸付

心配ごと・悩みごとの相談窓口

福祉サービスの利用援助や日常生活の金銭管理などの支援

車椅子・ＡＥＤ（自動体外式除細動器）等の物品の貸出

会議、研修、サークル活動の場としての会議室等の貸出

広報誌（社協だより）などを使ったＰＲ活動

その他の取組み

特に力をいれて取り組んだほうがいいと思うことはない

無回答

（複数回答、N=1,472）
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【Ⅵ．地域福祉に関する取組みについて】 

図表Ⅵ－１地域福祉を推進していくために特に力をいれて取り組んだ方がいいと思うこと  

 

18.8%

23.4%

14.2%

44.0%

14.2%

13.0%

40.5%

24.0%

24.6%

22.7%

32.2%

20.7%

26.9%

18.0%

24.3%

1.0%

4.6%

11.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

町内会への加入促進、町内会活動

町内会や地域住民の協力による助け合い

民生委員・児童委員などの身近な相談支援の取組み

除雪などのボランティア活動

地域福祉を支える担い手づくり

福祉に関する教育や福祉について学ぶ機会の増加

高齢者福祉に関する取組み

障がい者福祉に関する取組み

子育て中の人への支援に関する取組み

生活困窮者への支援に関する取組み

災害時において手助けを必要とする方に対する支援

市民の健康づくり、健康の維持のための活動

防犯など地域の安全・安心に関する活動

差別や偏見をなくすための啓発活動

医療、保健等の他分野との連携による相談支援

その他の取組み

特に力をいれて取り組んだほうがいいと思うことはない

無回答

（複数回答、N=1,472）
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【Ⅶ．福祉サービスや事業のあり方について】 

図表Ⅶ－１今後の福祉サービスや事業のあり方について                 

 

 

図表Ⅶ－２福祉に係るサービスなどの入手方法                     

 

保険料や利用料の負

担を増やしても、福祉

サービスを充実させ

た方がよい

7.4%

保険料や利用料

の負担を増やさ

ず、現状の福祉

サービスが維持

されればよい

31.0%

保険料や利用料の負

担を減らせるなら、福

祉サービスの量や質

を落としてもよい

2.5%

保険料や利用料だけ

に頼ることなく、市民

や福祉団体等との協

働を進めること

などにより、福祉サー

ビスの充実に努める

べきである

34.9%

よくわからない

15.6%

無回答

8.6%

58.4%

28.6%

11.8%

12.4%

6.5%

7.5%

21.6%

0.5%

7.9%

11.2%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80%

市の広報誌やホームページから

新聞、雑誌、チラシなどから

インターネットから

福祉、医療、介護サービス事業所から

市役所の窓口から

町内会や民生委員・児童委員などから

家族、友人や知人から

その他の方法

情報の入手方法がわからない

情報を入手しようとしたことがない（必要性を感じていない）

無回答

（複数回答、N=1,472）


